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　審査の結果、料金設定は適切なもので
あると判断しました。
　なお、次の項目について、申し入れを
します。
（1）休憩利用とコワーキングスペース利
用が混在したときの運営の方法を工夫
すること。
（2）利活用を充実させるためＰＲは指定
管理者任せにせず、町が率先して行う
こと。
（3）やまびこ館の建物を良好に維持する
ため、大きな修繕等は町の責任で行う
こと。

議案第26号　
　　�松田町やまびこ館の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例

産業厚生常任委員会報告書（抜粋）

条　

例

▼
松
田
町
行
政
協
力
委
員
に

関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

特
別
職
に
関
す
る
任
用
要
件

や
身
分
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
町
の
様
々
な
事

業
の
執
行
に
大
き
く
携
わ
る
、

行
政
協
力
委
員
の
特
別
職
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

す
る
も
の
で
す
。
総
務
文
教

常
任
委
員
会
に
付
託
を
し
、

６
月
４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
担
当
課
か
ら
条

文
の
規
定
内
容
等
の
説
明
を

受
け
審
査
し
ま
し
た
が
、
議

会
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
寄
農
と
交
流
拠
点

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　

農
業
体
験
や
自
然
体
験
に

親
し
む
町
内
外
の
方
々
の
休

養
と
交
流
の
た
め
の
施
設
と

し
て
、
ふ
れ
あ
い
農
園
施
設

の
管
理
棟
を
活
用
し
、
地
域

振
興
及
び
経
済
の
活
性
化
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託

を
し
、
６
月
４
日
に
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
担
当
課

か
ら
、
目
的
等
の
説

明
を
受
け
審
査
し
ま

し
た
が
、
議
会
閉
会

中
の
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
や
ま
び
こ

館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

や
ま
び
こ
館
の
利

活
用
を
促
進
し
、
地

域
交
流
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、
施
設
整
備
等
に

伴
う
使
用
料
の
設
定
に
関
す

る
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

前
記
条
例
と
関
連
す
る
使
用

料
の
設
定
で
あ
る
た
め
、
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託

を
し
、
６
月
４
日
に
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
担
当
課

か
ら
細
か
く
説
明
を
受
け
、

賛
成
全
員
で
可
決
と
し
、
本

会
議
で
も
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

令和３年
第２回定例会

会　期
6月2日（水）〜7日（月）

6/2 一般質問
　寺嶋議員･平野議員� （Ｐ4）
　中野議員･齋藤議員� （Ｐ5）
　井上議員･田代議員� （Ｐ6）

6/3 議案審議等
　議案８件（条例・補正予算）

6/4 委員会審査
　�総務文教常任委員会（条例）
　産業厚生常任委員会（条例）

6/7 議案審議等
委員会報告（条例）、発議（決議）、
報告３件（繰越明許費、事故繰
越し）、ほかが行われ、閉会し
ました。

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
の

６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
（
新
設

２
件
・
一
部
改
正
３
件
）、
補
正
予
算
３
件
、
発
議

１
件
を
審
議
し
、
報
告
３
件
（
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
、
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
）
を
受
け
ま
し
た
。

「
松
田
町
行
政
協
力
委
員
に
関
す
る
条
例
」
は
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
、「
松
田
町
寄
農
と
交
流
拠
点

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」、
「
松
田

町
や
ま
び
こ
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

に
付
託
し
て
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
松
田
町
行
政
協
力
委
員
に
関
す
る
条
例
」

と
「
松
田
町
寄
農
と
交
流
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
は
各
常
任
委
員
会
で
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
発
議
第
３
号　

株
式
会
社
デ
ィ
ー
エ
イ

チ
シ
ー
と
の
包
括
連
携
協
定
を
破
棄
す
る
こ
と
の
決

議
」
を
出
席
議
員
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
定
例
会
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

コワーキングスペースを整備したやまびこ館

ふれあい農園施設の管理棟
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▼
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

軽
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
一
部

延
長
）
等
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３

２
０
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
66
億
３
１
３
８

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
松

田
小
学
校
整
備
事
業
に
伴
う

国
庫
補
助
金
の
増
額
と
町
債

▼
松
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
、

地
方
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
、

一
部
を
除
い
て
押
印
を
要
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
・
発
議

の
減
額
並
び
に
教
育
施
設
整

備
基
金
繰
入
金
の
減
額
で
す
。

歳
出
は
、
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
事
業
、
退

職
消
防
団
員
報
償
金
、
感
染

症
対
策
商
工
振
興
商
品
券
発

行
事
業
補
助
金
な
ど
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２

８
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
４
５
２
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
診
療
報
酬
、

一
般
病
理
検
査
委
託
料
な
ど

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２

０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
25
億
１
８
６
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
町
債
、
酒

匂
川
流
域
下
水
道
事
業
建
設

費
負
担
金
な
ど
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

廃
棄
物
等
運
搬
用
ト
ラ
ッ

ク
購
入
費
と
新
松
田
駅
南
北

自
由
通
路
設
計
委
託
の
２
事

業
、
１
４
３
３
万
８
千
円
を

令
和
３
年
度
へ
繰
越
し
た
計

算
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

報　

告

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

町
道
３
号
線
道
路
改
良
工

事
１
４
７
９
万
４
３
０
０
円

を
、
令
和
３
年
度
へ
繰
越
し

た
計
算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て

　

酒
匂
川
流
域
下
水
道
事
業

建
設
費
負
担
金
１
２
５
万
７

千
円
を
、
令
和
３
年
度
へ
繰

越
し
た
計
算
書
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予

算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
書

で
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
促
進
事
業
補
助
金
」
は
、

「
薪
の
供
給
体
制
を
含
め
、

当
初
計
画
し
た
効
果
が
期
待

で
き
る
よ
う
な
実
施
計
画
を

定
め
る
ま
で
執
行
を
凍
結
さ

れ
た
い
」
と
し
ま
し
た
が
、

町
か
ら
６
月
定
例
会
中
に

「
実
施
計
画
」
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　令和３年６月２日付の神奈川新聞の記事内容及び６月３日の議
会全員協議会における齋藤議員の質疑に対し、本山町長は「ヘイ
トスピーチにも捉えられる内容で文書を削除しない場合は協定の
解除も考えた。一方で協定項目に違反したわけではなく、会社自
体を信用していないわけでもない。インターネット上のヘイトス
ピーチの文書削除を粘り強く求めていたものが通じた。会長も反
省していると説明を受けている。」などと説明し、包括連携協定
は継続すると発言した。
　このことに対し、株式会社ディーエイチシー会長のヘイト
メッセージ（https://top.dhc.co.jp/company/image/cp/
message1.pdf）は今も削除されていない。
　松田町は、ヘイトスピーチを発する会社であればインターネッ
ト上に現在も過去にもその事実があれば、削除したか否かにかか
わらずその会社とは直ちに関係を絶ち、マイノリティーを守ると
いう社会の責務、自らの地方公共団体として誰もが平等であり誰
をも尊重するという責務を重く認識しなければならない。
　このことにより、現在締結している株式会社ディーエイチシー
との包括連携協定については、ただちにこれを破棄すべきであり、
町に対し強く協定の破棄を求める。

【発議第3号】決議書（抜粋）
松田町と株式会社ディーエイチシーとの包括連携協定を

破棄することを求める決議書

発議第３号 株式会社ディーエイチシーとの包括連携
協定を破棄することの決議

※�ヘイトスピーチ…特定の国の出身者であること又はその子孫であること
のみを理由に、日本社会から追い出そうとしたり危害を加えようとした
りするなどの一方的な内容の言動
※マイノリティー…少数派、社会的少数者

補正予算で購入する可搬ポンプ一式

松田小学校入り口交差点



4このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

災
害
時
に
市
町
村
が
発
令

す
る
避
難
勧
告
を
廃
止
し
、
避

難
指
示
に
一
本
化
す
る
災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
。

⑴　

風
水
害
の
情
報
を
５
段

階
に
分
類
す
る
大
雨
・
洪
水

警
戒
レ
ベ
ル
を
改
定
す
る
意

義
と
内
容
、
災
害
弱
者
の
個

別
避
難
計
画
の
作
成
等
町
の

対
応
は
。

⑵　

災
害
時
に
避
難
の
手
助

け
が
必
要
な
住
民
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
「
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」
を
め
ぐ
り
、

全
市
町
村
の
４
割
が
難
病
患

者
を
掲
載
対
象
と
し
て
い
な

い
こ
と
が
新
聞
等
に
載
っ
て

い
る
。
名
簿
に
載
せ
る
範
囲

と
活
用
方
法
は
。

⑶　

町
の
耐
震
改
修
促
進
計

画
で
は
住
宅
の
耐
震
化
率
目

標
を
５
年
間
で
72
％
か
ら
95

％
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

が
進
ま
な
い
要
因
と
対
応
策

と
合
わ
せ
て
、危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
掌
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

避難情報をシンプル
かつ理解を容易に
するために改定

回答（町長）

⑴　

理
解
を
容
易
に
す
る
た

め
、
避
難
レ
ベ
ル
３
が
、
い

ち
早
い
避
難
に
つ
な
げ
る
た

め
名
称
を
「
高
齢
者
等
避

難
」
に
変
更
、
避
難
レ
ベ
ル

４
は
、
「
避
難
指
示
」
に
一

本
化
さ
れ
た
。

⑵　

要
支
援
者
名
簿
に
載
せ

る
範
囲
は
、
持
病
の
度
合
い
、

親
族
の
連
絡
先
、
か
か
り
つ

け
医
の
情
報
な
ど
を
記
載
し
、

町
、
自
治
会
、
民
生
委
員
等

が
保
管
し
、
非
常
時
の
情
報

共
有
に
役
立
て
る
。

⑶　

改
修
対
象
と
な
る
建
物

の
方
に
対
し
て
、
毎
年
１
０

０
件
程
度
の
戸
別
訪
問
を
実

施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
広
報
誌
を
活
用

し
て
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費

補
助
制
度
や
、
耐
震
改
修
工

事
費
補
助
制
度
の
内
容
を
説

明
し
て
い
る
。

　

新
松
田
駅
前
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
３
年
間
の
継
続

事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

た
債
務
負
担
行
為
が
削
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
影

響
や
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

⑴　

駅
周
辺
地
域
整
備
促
進

支
援
業
務
委
託
料
９
０
０
万

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

現
状
は
い
か
が
で
す
か
。

⑵　

新
松
田
駅
周
辺
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
は
す
ぐ

に
は
入
ら
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
が
、Ｊ
Ｒ
東
海
の
理
解
と

協
力
は
必
要
で
す
。今
後
は
ど

の
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
か
。

⑶　

総
合
計
画
に
基
づ
き
具

体
的
に
取
り
組
み
始
め
、
２

年
前
に
は
駅
周
辺
整
備
基
本

構
想
・
基
本
計
画
を
発
表
し

事
業
を
推
進
さ
れ
て
来
ま
し

た
が
、
町
民
へ
の
説
明
が
十

分
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と

思
い
ま
す
。
改
め
て
町
民
へ

の
説
明
、
ま
た
民
意
を
確
認

す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

⑴　

毎
年
議
会

承
認
を
得
て
き

た
継
続
事
業
で
、

地
権
者
を
対
象

と
し
た
勉
強
会

や
戸
別
訪
問
な
ど
で
、
事
業

の
仕
組
み
や
流
れ
を
理
解
し

て
頂
く
業
務
で
あ
る
。
今
年

度
は
意
思
を
確
認
し
な
が
ら

実
施
区
域
を
定
め
事
業
の
精

査
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
駅
前
広
場
詳
細

設
計
債
務
負
担
行
為
が
削
除

さ
れ
、
面
積
の
確
定
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
不
明
確
に
な
り
、

９
０
０
万
の
予
算
執
行
も
憂

慮
し
て
い
る
。

⑵　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
交
通
事
業

者
部
会
に
出
席
さ
れ
て
い
る
。

適
宜
連
絡
を
取
り
、
静
岡
支

社
に
も
出
向
き
調
整
を
行
な

っ
て
い
る
。

⑶　

整
備
基
本
計
画
・
基
本

構
想
の
策
定
時
に
説
明
会
や

パ
ブ
コ
メ
を
実
施
し
、
完
成

後
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
地
域
懇
談
会
な
ど
で

配
布
し
た
。
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
開
催
し
た
り

し
て
民
意
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
る
。

現状を丁寧に
説明し関係各所に
ご理解頂いて
いる
回答（町長）

避
難
情
報
の
改
正
と
住
宅
の

�

耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員

質
問
者

　
平
野  

由
里
子
　
議
員

新
松
田
駅
前
整
備
事
業
に
つ
い
て
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今
年
も
間
も
な
く
台
風
シ

ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
ま
す
。

近
年
全
国
的
に
起
こ
る
水
害

に
よ
る
猛
威
に
は
、
な
す
術

も
な
く
唯
一
、
早
め
の
避
難

が
最
良
か
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
こ
の
度
開
成
町
と

連
携
し
、「
ま
る
ご
と
、
ま

ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

の
案
内
板
を
町
中
の
電
柱
に

取
り
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

町
民
へ
の
普
及
啓
発
の
手

段
は
。

　

富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
、
17
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
、

従
来
の
被
害
想
定
よ
り
も
さ

ら
に
大
き
な
被
害
と
な
り
、

５
月
号
の
広
報
紙
に
も
掲
載

さ
れ
、
町
民
の
動
揺
は
隠
せ

ま
せ
ん
。

　

松
田
町
も
広
域
避
難
計
画

の
作
成
を
急
い
で
い
る
よ
う

で
す
が
、
進
捗
状
況
と
町
民

へ
の
説
明
等
は
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
民
の
水

害
に
対
す
る
危
機
管
理
の
向

上
、
避
難
所
の
認
知
度
向
上

を
図
る
事
を
目
的
と
し
、
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
自
主
防
災
会
に
対
し
、

防
災
講
習
会
を
実
施
し
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
案
内
板
の

理
解
と
普
及
の
た
め
、
正
し

い
防
災
知
識
の
周
知
と
徹
底

を
図
っ
て
行
く
。

　

富
士
山
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
の
中
央
防
災
会
議

　

前
田
建
設
工
業
㈱
を
代
表

企
業
と
す
る
共
同
企
業
体
と

締
結
し
た
設
計
施
工
監
理
一

括
の
協
定
書
を
根
拠
に
こ
の

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨

年
、
こ
の
事
業
に
係
る
予

算
・
契
約
等
審
議
の
折
に
代

表
企
業
の
信
頼
性
を
脅
か
す

よ
り
松
田
町
を
含
む
県
内
７

市
町
が
火
山
災
害
警
戒
地
域

に
指
定
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
山
梨
、
静
岡
、
神

奈
川
県
及
び
県
内
の
関
係
市

町
村
で
構
成
す
る
「
富
士
山

火
山
防
災
対
策
協
議
会
」
が

令
和
３
年
度
に
作
成
す
る

「
広
域
避
難
計
画
」
を
受
け

て
、
令
和
４
年
度
以
後
に

「
松
田
町
広
域
避
難
計
画
」

の
作
成
と
「
松
田
町
地
域
防

災
計
画
」
を
改
定
す
る
予
定

で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
が
さ
れ
ま
し

た
。
全
体
事
業
費
30
億
円
余

と
多
額
で
あ
り
、
ま
た
町
民

が
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
公

共
事
業
の
た
め
、
一
般
会
計

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

報
告
書
で
町
長
に
申
入
れ
を

し
て
い
る
の
で
伺
い
ま
す
。

町民の安心安全は
町の最重要課題

回答（町長）

⑴　

工
事
施
工
監
理

業
務
は
、
随
意
契
約

に
よ
ら
ず
公
正
公
平

な
競
争
入
札
の
も
と
、

契
約
業
者
を
決
定
し

ま
し
た
か
。

⑵　

発
注
者
で
あ
る

町
が
厳
格
な
事
業
の

監
理
を
行
う
た
め
の

一
級
建
築
士
を
、
新

た
に
雇
用
し
ま
し
た

か
。

⑶　

校
舎
建
設
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
結
果
、
ど
の
く

ら
い
の
金
額
と
そ
れ

を
ど
の
様
に
利
用
し

ま
す
か
。

議会申し入れ
事項等について

回答（町長）

⑴　

基
本
協
定
書
の
変
更
を

行
い
、
設
計
・
施
工
を
担
う

共
同
企
業
体
と
は
別
の
企
業

体
と
し
て
、
同
共
同
企
業
体

の
中
の
企
業
と
本
施
工
監
理

業
務
の
随
意
契
約
を
し
た
。

⑵　

１
級
建
築
士
は
、
常
駐

さ
せ
る
と
２
年
で
１
５
０
０

万
円
ほ
ど
の
人
件
費
が
か
か

る
た
め
、
雇
用
し
て
い
な
い
。

⑶　

目
標
３
０
０
万
円
の
と

こ
ろ
、
結
果
は
43
件
、
58
万

６
千
円
だ
っ
た
。
こ
の
寄
付

は
教
育
施
設
整
備
基
金
へ
と

積
み
立
て
た
。
寄
付
を
頂
い

た
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念

品
を
お
送
り
し
て
い
る
。

想
定
外
の
自
然
災
害
を
見
据
え
て

質
問
者

　
中
野
　
博
　
議
員

質
問
者

　
齋
藤
　
永
　
議
員

松
田
小
学
校
校
舎
建
設
事
業
に

�

係
る
申
入
れ
等
に
つ
い
て

ハザードマップ　案内板

建設中の松田小学校校舎
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⑴　

こ
れ
ま
で
町
民
文
化
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
、
松
田
小

学
校
建
築
工
事
な
ど
大
規
模

事
業
に
お
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
手
法
に
よ
る
工
事
請
負

や
建
築
設
計
及
び
工
事
の
施

行
・
契
約
が
行
わ
れ
た
が
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
影
響
ま
た
は

成
果
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

⑵　

令
和
元
年
度
の
町
職
員

の
人
事
行
政
の
状
況
で
は

職
員
の
分
限
処
分
者
数
12

人
、
懲
戒
処
分
者
数
８
人
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成

29
年
度
以
前
と
比
べ
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
令

和
２
年
度
の
町
職
員
の
人
事

行
政
の
状
況
で

は
、
分
限
及
び

懲
戒
処
分
者
数

は
何
人
か
。
令

和
元
年
度
及
び

２
年
度
の
処
分

に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
理
由
・

内
容
・
状
況
で

処
分
さ
れ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

⑴　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
対
応
し
た
。
ア
ス
ベ

ス
ト
処
理
経
費
が
中
途
で
発

生
し
た
が
、
業
者
の
努
力
で

金
額
を
変
更
せ
ず
に
工
事
請

負
変
更
契
約
を
行
っ
た
。

　

松
田
小
学
校
建
築
事
業
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
締
結
の
際
、

協
定
書
31
億
５
５
０
０
万
円

は
、
県
・
文
科
省
と
の
協
議

で
契
約
書
に
当
た
ら
な
い
た

め
、
工
事
契
約
の
議
会
承
認

は
不
要
と
判
断
し
た
。

⑵　

令
和
２
年
度
の
懲
戒
処

分
は
６
件
あ
っ
た
。

　

懲
戒
処
分
の
件
数
は
、
令

和
元
年
度
８
件
・
令
和
２
年

度
６
件
で
あ
る
が
、
理
由
・

内
容
・
状
況
に
つ
い
て
、

「
松
田
町
職
員
の
懲
戒
処
分

の
指
針
」
で
規
定
さ
れ
て
い

る
が
回
答
は
な
か
っ
た
。

　

本
山
町
長
は
２
０
１
３
年

９
月
に
初
当
選
後
、
選
挙
公

約
に
基
づ
き
自
ら
の
在
任
期

間
を
「
３
期
12
年
と
す
る
多

選
自
粛
条
例
」
を
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
残

り
は
、
最
長
で
４
年
と
３
ヶ

月
余
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

町
長
の
政
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

⑴　

９
月
の
町
長
選
挙
で
３

選
を
果
た
し
た
と
し
て
、
２

０
２
５
年
９
月
の
任
期
満
了

を
も
っ
て
公
約
ど
お
り
勇
退

さ
れ
る
の
か
。

⑵　

松
田
町
創
生
推
進
拠
点

（
ス
プ
ラ
ポ
）
は
、「
女
性

の
活
躍
を
支
援
す
る
交
流
施

設
」
を
目
的
に
整
備
し
た
が
、

現
在
の
活
用
は
逸
脱
し
て
い

る
。
目
的
に
沿
っ
た
施
設
と

す
る
た
め
の
対
策
は
。

⑶　

３
月
議
会
で
修
正
可
決

松田小学校
解体工事は随意
契約で執行

回答（町長）

し
た
「
新
松
田
駅
周
辺
整
備

事
業
」
と
、
条
件
を
付
し
て

凍
結
し
た
「
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
」
に
つ
い
て
の
対
応

は
。

早期に駅前広場等
整備計画の熟度を
上げていく！

回答（町長）

⑴　

２
期
目
が
満
了
す
る
９

月
ま
で
、
全
力
で
政
策
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑵　

女
性
・
男
性
に
と
ら
わ

れ
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

等
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
双
方
が

活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
事

業
」
と
し
て
、
民
間
業
者
の

主
体
的
な
取
り
組
み
を
尊
重

し
、
推
進
し
て
い
く
。

⑶　

早
期
に
駅
前
広
場
を
中

心
と
し
た
整
備
計
画
の
熟
度

を
上
げ
、
民
間
事
業
者
が
参

入
し
や
す
い
状
況
を
創
り
だ

す
。
「
駅
前
広
場
整
備
の
進

捗
な
く
し
て
民
間
の
協
力
事

業
者
参
入
な
し
」
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
の
町
公
共
施
設
大
規

模
補
修
の
事
業
費
、
近
隣
市

町
と
の
広
域
行
政
で
整
備
す

る
施
設
の
事
業
費
に
基
づ
く

財
政
推
計
に
つ
い
て
は
、
未

確
定
の
内
容
が
含
ま
れ
他
自

治
体
に
対
す
る
影
響
が
出
る

た
め
、
現
時
点
で
は
提
示
で

き
な
い
。

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

町
長
職
、
残
り
最
長
で

４
年
と
３
ヶ
月
余
の
政
策
を
伺
う
！

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

町
の
工
事
等
の
契
約
に
お
け
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
の
影
響
及
び
評
価
、
職
員
の
分

限
と
懲
戒
処
分
の
実
態
に
つ
い
て

旧町民文化センター　冷却装置
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議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案24 松田町行政協力委員に関する条例 総務文教常任委員会へ付託・継続審査
　　25 松田町寄農と交流拠点施設の設置及び管理に関する条例 産業厚生常任委員会へ付託・継続審査

　　26 松田町やまびこ館の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例（産業厚生常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　27 松田町税条例の一部を改正する条例 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○
　　28 松田町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○
29 令和３年度松田町一般会計補正予算（第２号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

30 令和３年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算
（第１号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

31 令和３年度松田町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

発議 3 株式会社ディーエイチシーとの包括連携協定を破棄すること
の決議 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　飯田一議長は採決には加わらない。　
※　�議案第24号は総務文教常任委員会へ、議案第25号は産業厚生常任委員会へ付託し、閉会中の継続審査となり採決は行っていない。
※　発議…議員が意見書や条例等の議案を提出すること。

第2回臨時会（令和3年4月22日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　承…承認　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

承認 1 専決処分の承認を求めることについて（松田町税条例の一部を
改正する条例） 承 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案23 令和３年度松田町一般会計補正予算（第１号）
（一般会計補正予算審査特別委員会報告） 可 ○ 欠 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

※　飯田一議長は採決には加わらない。

第
２
回
臨
時
会

　

４
月
22
日
に
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
承
認
１
件
、

補
正
予
算
１
件
の
審
議
を
し

ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
松
田
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
固
定
資
産
税

に
関
す
る
経
過
措
置
を
令
和

５
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
施
行
期
日
が
４
月
１
日

で
あ
る
た
め
、
３
月
31
日
に

専
決
処
分
し
た
条
例
の
一
部

改
正
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
総
合
対
策
事
業
に
係
る

消
耗
品
購
入
や
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
（
路
面
表
示
）
整
備

工
事
、
学
校
等
ト
イ
レ
手
洗

い
自
動
水
栓
化
工
事
な
ど
の

た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
８
１
８
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
66
億
８
１
８
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。
議
員

11
人
で
構
成
す
る
補
正
予
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

審
査
し
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
、
左
記
の
事
項
を
強
く
申

し
入
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

※
本
会
議
の
採
決
は
上
記
の

と
お
り

【議案第23号】松田町一般会計補正予算（第１号）
一般会計補正予算審査特別委員会報告書（抜粋）

審査の内容
　次の事項について強く申し入れます。
（1）ポリエステル製マスク（奴さんプリント）の購入については凍結し、消耗品の
購入に当たっては住民のニーズに合ったものを検討されたい。
（2）事業執行に当たっては自治会との連携を密にし、コロナ対策を進められたい。
（3）新型コロナウイルス感染症総合対策事業の消耗品及びトイレ手洗い水栓化工事
等の執行については、地域経済活性化のため、地元業者を活用されたい。

旧町民文化センター　冷却装置
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編　　集
あとがき

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は

１
年
を
経
過
し
て
も
衰
え
る
こ

と
な
く
収
束
の
出
口
は
ま
だ
見

え
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

早
期
に
終
わ
る
よ
う
に
期
待
し

た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
大
雨
に

よ
る
川
の
増
水
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
神
奈
川
県
の
雨
量
計
が
各

地
に
設
置
さ
れ
て
お
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

防
災
の
観
点
か
ら
利
用
し
て
見

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

私
た
ち
委
員
の
誌
面
作
り
は

こ
の
号
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

任
期
中
８
誌
の
編
集
を
行
い
町

民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
誌
面
作
り
を
心
掛
け
て
き

ま
し
た
が
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
古
谷
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

南
雲
ま
さ
子

　

副
委
員
長　

唐
澤　

一
代

　

委

員　

古
谷
星
工
人

　

委

員　

田
代　
　

実

　

委

員　

飯
田　
　

一

　

委

員　

大
舘　

秀
孝

ようこそ　シニアクラブ松田へ
シニアクラブ松田会長　永髙　光男さん（城山在住）

※「住みやすい町を目指して」活動されている方や団体が、このコーナーに掲載を希望される場合は下記までご連絡ください。

　活動の歴史と現況
　「シニアクラブ松田」とは、昭和59年に設立
された「松田町老人クラブ連合会」の衰退を受け、
平成29年度に大幅な改革を行うと同時に名称を
も改めた松田町のシニア層のための組織のことで
す。それまでは老人福祉法で認められた「地域別
クラブ」会員のみしか参加
できない閉鎖的な連合体で
したが、地域別クラブの相
次ぐ崩壊・再生困難な実態
を踏まえ、現状に適した実
践的な組織へと改革を図り
ました。
　改革の目玉は、本部直轄
の「個人会員制度」の採用
と「種目別クラブ」の導入
です。これにより地域クラブのない地域の仲間た
ちも参加できる開放された組織に改めました。現
状では６種目別クラブ＋３地域クラブの体制で活
発な活動を展開しており、行き場を失っていた仲
間たちに大変喜ばれております。
　シニアクラブ松田は常に進歩を目指します。
　改革の次のステップは、組織のＩＴ化です。
　令和３年度には全役員がスマホ保有を実現し、
役員間連絡網の構築を完成します。また、組織と
してＰＣ・iPadの導入を行い、活動データのデ
ジタル化を進めると同時に、ホームページの構築

に着手、近日公開の見込みです。
　活動へのお誘い
　シニアクラブ松田は松田町に住むすべてのシニ
ア層に開放されたオープンな組織です。誰でも・
いつでも「体験参加」ができるよう窓口を開いて
お待ちしております。仲間とお誘い合わせ、気軽

に覗いてみてください。た
くさんのお知り合いの方々
がそこにいると思います。
　なお、活動内容・開催日
時等は、毎月発行（全戸回
覧）の「シニアクラブ松田
―クラブ活動」のチラシで
ご確認ください。
　目指すところ
　人生100年時代、我が

国の平均寿命は毎年延び続けていますが、個人で
見たときの余命には大きなバラツキがあり、然も
その残量は残念ながら予測ができません。このい
つ果てるやも知れぬ「人生の最終ステージ」を如
何にして・有意義に生きるか？はシニア層にとっ
ては切実な課題です。
　シニアクラブ松田は、この課題の解決に向かっ
て、“人貧乏するな！させるな！”を合言葉に、
より充実したシニアクラブ活動を展開し、シニア
層の更なる活性化を具現化することを通して、住
みやすい町づくりに寄与し続けます。

第3回定例会は9月13日（月）開会

　新型コロナウイルス対策のため、
傍聴は10席となっております。
　発熱等症状がおありの方は、ご遠
慮ください。

シニアクラブ松田　2020初詣

松田町議会放映始めました
https://www.youtube.com/channel/UCL4dvVAqj_rasGCHlCOFwEw
【公式】松田町議会（チャンネル）スマートフォン等からの

アクセスはこちら

松田町議会基本条例に基づき「開かれた議会」
を推進するため、一般質問の動画を公開してい
ます。

YouTube  松田町議会


